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文
書
発
言
含
め
37
件
の
発
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
議
案
を
深
め
る
意
見
と

受
け
止
め
、
今
年
の
事
業
で
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

食
の
安
全
へ
の
継
続
し
た
取
り
組
み
と

生
産
者
へ
の
想
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
食
の
安
全
の
前
提
は
「
生
産
者
と
の
信

頼
関
係
」
が
ベ
ー
ス
で
す
。
し
か
し
、
１

年
半
に
渡
り
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
産
地
訪
問

や
集
ま
っ
て
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
新
た
な
試
み
と

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
「
Ｊ
Ａ

い
な
ば
さ
ん
と
の
交
流
会
」
を
行
い
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
紀
ノ
川
農
協
さ
ん
、
お

か
や
ま
酪
農
業
協
同
組
合
さ
ん
で
も
行
い

ま
す
。

共
同
購
入
が
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
に
対
す
る
期
待
、
商
品
・
し
く
み

へ
の
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
組
合
員
さ
ん
の
期
待
を
受
け
て
現
場
の

配
送
職
員
の
労
働
環
境
を
改
善
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
に
配
慮
し
た
「
ラ
ベ
ル
レ

ス
の
商
品
」
や
、「
ｅ
フ
レ
ン
ズ
の
改
善
」

な
ど
、
日
本
生
協
連
・
コ
ー
プ
き
ん
き
事

業
連
合
と
も
連
携
し
取
り
組
み
を
つ
よ
め

て
い
き
ま
す
。

店
舗
へ
の
期
待
と
改
善・励
ま
し
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
店
舗
の
コ
ロ
ナ
安
全
対
策
は
引
き
続
き

行
い
な
が
ら
、
楽
し
く
気
持
ち
良
く
お
買

い
も
の
を
し
て
い
た
だ
け
る
お
店
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。

　
電
子
マ
ネ
ー
に
つ
い
て
は
、
最
終
７
月

20
日
に
全
店
で
導
入
予
定
で
す
。
要
望
の

あ
っ
た
専
用
チ
ャ
ー
ジ
機
に
つ
い
て
は
、

下
期
に
向
け
て
設
置
の
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

福
祉
事
業
に
も

期
待
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

　

２
０
２
２
年
上
期
に
は
「
東
住
吉
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
仮
）」
の
開
設
を
準
備
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
利
用
者
さ
ん
の

自
立
を
援
助
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
く
ら
し
続
け
た
い
と
い
う
願
い
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
で
自
主・自
発
的
な
組
合
員

活
動
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す

　
「
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
中
、
オ
ン

ラ
イ
ン
を
使
っ
た
学
習
会
や
地
域
の
取
り

組
み
が
広
が
る
こ
と
は
良
い
こ
と
」
と
の

声
が
あ
る
一
方
で
、
通
信
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
方
や
、
ア
プ
リ
の
使
い
方
が
難
し

い
と
の
課
題
も
だ
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員

会
館
を
拠
点
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

の
サ
ポ
ー
ト
を
始
め
て
い
き
ま
す
。

　
く
ら
し
の
変
化
の
中
で
組
合
員
活
動
や

総
代
選
出
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。
事
業
と

地
域
の
活
動
な
ど
連
携
さ
せ
て
い
き
な
が

ら
将
来
に
向
け
て
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

生
協
ら
し
い
支
援
活
動
を
継
続

し
て
い
き
ま
す

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
で
自
宅
療
養

の
方
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
、募
金
や
、地
域

と
連
携
し
た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
取
り
組

み
な
ど
、
助
け
合
い
・
協
同
の
理
念
に
そ

っ
た
支
援
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

２
０
２
０
年
度
の
事
業
経
営
の
結
果

は
、
全
国
生
協
で
も
組
合
員
さ
ん
の
利
用

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
経
常
剰
余
金
は
全

国
平
均
で
は
３
％
に
対
し
、
パ
ル
コ
ー
プ

は
６
％
と
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
を

確
保
で
き
ま
し
た
。

　
今
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
歴
史
の
大
き
な

転
換
点
で
す
。
明
日
の
為
に
今
な
に
を
準

備
す
る
の
か
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、
今

後
２
０
２
５
年
に
向
け
て
、
組
織
の
改

革
、
新
た
な
配
送
セ
ン
タ
ー
の
開
発
、
供

給
が
増
え
て
も
安
定
し
て
商
品
の
仕
分
け

が
で
き
る
物
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
店
舗

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
職
員
教
育
・
育
成
、

働
く
環
境
整
備
な
ど
、
将
来
に
渡
っ
て
組

合
員
さ
ん
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
準
備

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

発
言
を
受
け
て
の
理
事
会
の
ま
と
め
（
要
旨
）2020年度出資配当金・利用分量割戻金

（供給事業）のお支払いについて 　　　

公　　　告生活協同組合おおさかパルコープ
2022年 総代選挙公示

　定款第45条（総代の選挙）および総代選挙規約第４条
（総代の選挙区及び総代定数）にもとづき、生活協同組
合おおさかパルコープ2022年総代選挙を以下のとおり行
ないます。

［記］
（１）総代定数および選挙区について
　①総代定数は500名とします。
　②選挙区は、以下の８選挙区とします。

　　

選　　挙　　区 定数 選挙区 定数
枚　　　　方　　　　市 92 大阪市Ａ 50
寝屋川市･守口市･門真市 76 大阪市Ｂ 79
大東市･四條畷市･交野市 48 大阪市Ｃ 53

大阪市Ｄ 55
大阪市Ｅ 47

（２）�総代届けの期間は、本公示日より、７月27日（火）
正午までとします。

（３）�総代選挙規約第２条（総代選挙管理委員）にもと
づき、下記の５名を2022年総代選挙管理委員に任
命します。

　　　瀧井　文子、堂馬　信子、茶谷　隆子、
　　　石田　紀久代、髙橋　節子
（４）�総代立候補届けは「所定の用紙」に必要事項を記入

して、総代選挙管理委員会に提出して下さい。
� 2021年６月28日
� 生活協同組合おおさかパルコープ
� 理事長　奥井　和久
　� 　
※�オブザーバー登録を希望される組合員さんは、組合員
活動部へご連絡の上、「所定の用紙」に必要事項を記入し
て、７月27日（火）正午までに下記までご提出ください。

※�この件に関するお問い合わせは下記までご連絡くださ
い。

� パルコープ組合員活動部： �☎　06－6242－0904
� FAX 06－6242－0926
　　　（電話受付時間　月～金：午前９時～午後６時）

　2021年６月８日の通常総代会で、2020年度決算剰余金の
出資配当金、利用分量割戻金（供給事業）が決まりました。
お支払い方法は、出資金への振替を下記の要領で行います。

計算基準
〈出資配当金〉年率0.3%の金額です。
　2020年４月～2021年３月の各月の20日現在の出資金が基準で
す（毎月20日の出資金口数残高の合計÷12×0.3%）。
　１口＝1000円です。
　お支払いは源泉徴収税20.42%が控除された金額となります。
〈利用分量割戻金（供給事業）〉
　対象期間は2020年３月21日～2021年３月20日となります。
　共同購入については年間利用額の1.0%です。
　　�（食べてSmile、ファミリー、くらしのパートナー〔別便
を除く〕、にこにこほっぺ、すくすくくん、よりすぐり〔宅
配を除く〕、からだに思いやり、eフレンズ限定〔チケット
を除く〕のご利用が対象となります）

　店舗については年間利用額の0.3%です。
　　�（ギフト、チケット、切手、印紙、ハガキ〔年賀状含む〕、宅急便
代、粗大ごみ券、商品券代を除くご利用が対象となります）

※�出資配当金および利用分量割戻金（供給事業）の計算で出た
10円未満の端数は切り捨てて計算いたします。

該当組合員
　本事業年度末（2021年３月20日）に在籍する組合員でかつ総
代会当日（2021年６月８日）の在籍組合員です。

支払方法
　全額７月20日に出資金に振り替えるものとさせていただきま
す。ただし、返金希望の方の受付は、７月上旬にお届けします
「出資配当金・利用分量割戻金のお知らせ」にて案内いたしま
す（共同購入利用の方へは６月28日～７月２日配布の注文書と
セットで、店舗のみ利用・共同購入で注文書の発行が無い方へ
は７月上旬にハガキでお届けいたします）。
＊共済割戻しについて
　〈たすけあい〉共済の割戻は、「日本コープ共済生活協同組
合連合会」から実施されます。９月中旬～下旬に契約者宛にお
知らせが郵送されます。
2021年６月９日� 生活協同組合おおさかパルコープ

2020年度 剰余金処分について
　（単位：円）

Ⅰ．当期未処分剰余金� 4,073,447,927

Ⅱ．剰余金処分額
　１．法定準備金� � 537,000,000
　２．利用分量割戻金（供給事業）� � 523,430,150
　３．出資配当金　　　　　　　� � 58,132,850
　４．任意積立金
　　　（１）支所開設積立金� � 1,000,000,000
　　　（２）物流最適化積立金� � 1,000,000,000
　　　（３）資産再評価積立金� � 100,000,000
　　　（４）福祉推進積立金� � 50,000,000
　　　（５）災害支援積立金� � 43,000,000
　　　（６）商品安全推進積立金� � 41,000,000
　　　（７）経営基盤強化積立金� � 10,000,000
　　　（８）環境事業積立金� � 3,800,000
　　　（９）平和活動積立金� � 　　　　1,000,000� 3,367,363,000

Ⅲ．次期繰越剰余金� �� 706,084,927

　生協では、組合員さんの利用で生み出した
剰余金を、将来の目的のために積み立てたの
ち、利用や出資金に応じて組合員さんに還元
します。これを剰余金処分といいます。
　剰余金処分の考え方は、①将来の基盤づく
り�②もしもの時の備え�③組合員さんへの還
元とします。
　当事業年度の剰余金処分において、共有財
産である法定準備金及び任意積立金に27億
8,580万円、組合員さんへの還元に５億8,156
万円とします。剰余金処分は、生協法にもと
づいて、毎年の総代会で決めます。

　おおさかパルコープは庶民の町大阪で、くらしに役立つ
事業と活動を、組合員さんの出資・利用・運営参加ですす
めてきました。この間、現場職員の働く環境の改善を進
め、コロナ禍の中でお手紙や励ましをいただいて、職員は
やりがいを持って働いています。
　コロナ禍で大変な１年でした。医療関係者のみなさんは
過酷な環境の中、治療と看護を続けています。飲食・観光
・文化や娯楽、町の商店や中小企業が廃業や倒産に直面し
ています。雇用と事業を持続させる補償が必要です。消費
税の増税が、くらしに重くのしかかっています。コロナ危
機から国民のいのちとくらしを守る施策を求めます。
　格差と貧困の拡大が、人々の健康で文化的に生活する権
利、子どもたちの幸せに育つ権利をおかしています。私た
ちは被災地支援や子ども食堂への食材提供、お買い物支援
などに前向きにとりくみます。
　日本は生命の源「食」の多くを輸入に頼り、食料自給率
は下がり続けています。産地は高齢化や自然災害の増加の
中でも、懸命に努力しています。私たちは生産者に寄り添
い、メーカーさんと手をつなぎ、第一次産業や地域経済に
貢献していきます。
　今年１月、すべてのヒバクシャの悲願だった「核兵器禁
止条約」が発効しました。私たちは日本政府に署名と批准
を求めます。私たちがめざすのは、誰もが平和で安心して
くらせる社会です。一人ひとりのくらしのあり方が、気候
変動に大きな影響を与えています。青い地球を守り、持続
可能な社会を子どもたちに残すのは、大人の責任です。マ
スコミの情報だけにまどわされず、みんなで学び考えてい
きましょう。主権者である私たち国民の選択で、社会は変
えることができます。

生活協同組合おおさかパルコープ　通常総代会

2021年通常総代会アピール

＊退任のごあいさつ＊
　パルコープ前身の３生協の創設者は、76
年前の約2000万人の外国の方と、約300万
人の国民の命を奪う日本の侵略戦争に、従
軍したり被爆したことと、戦時下、生協を
はじめ国民の人権がはく奪されたことか
ら、日本の戦争放棄と、組合員一人ひとり

の意志と参加でつくる生協を何よりも大事に目指してきまし
た。私たちはそれを引継ぎ、次につないでいきます。
　府民・組合員さんのくらしは、度重なる政権の新自由主義
政策によって労働法制と社会インフラが破壊された上に、今
回のコロナ禍による失業・所得減少に直面しています。だか
らこそ組合員さんへ生協の担当者があたたかい対応ができる
ことと、生協ならではの商品づくりのために、強い財務とさ
らなる労働環境の改革の進化に次期の役員の皆さんへバトン
をお渡しします。
� ９名の退任理事・監事を代表して

前理事長・所　清司


